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研究成果の概要（和文）：本研究は，機械翻訳利用を英作文授業にどのように組み込むかを研究し，指導法の確
立を目指すものである．本研究は以下のⅠ～Ⅳのフェーズからなる．
Ⅰ）機械翻訳の利用実態調査：英作文の課題が出された時，どの程度機械翻訳を利用しているかについて質問紙
を用いて調査した．Ⅱ）機械翻訳の精度の確認：機械翻訳で出力される英文がどの程度の正確性を有しているか
を調査した. Ⅲ）機械翻訳を利用した英作文能力調査：機械翻訳を利用する時としない時で，書かれる英文に違
いがあるかどうかについて，学習者によって書かれた英語を質的に分析した．Ⅳ）授業実践と教材の作成：上記
Ⅱ，Ⅲで得られた知見を元に指導方法を構築し，実践した．

研究成果の概要（英文）：This study examine how accurate sentences are by current machine translation
 from Japanese to English. The results were that most of the Japanese-English machine translated 
questions were accurate. Therefore, it is important to think about the use of machine translation in
 English classrooms because some students may just enter Japanese sentences into translation 
machines and copy the translation.
This study also investigates students EFL essay writing with the support of machine translation for 
its educational purpose. To examine what degree the use of machine translation affects students’ 
writings, essays by the same students on the same subject, that are written with/ without the 
support of machine translation were compared in terms of the lexical and syntactical complexity. The
 results show that the complexity of essays was statistically improved to some extent.

研究分野： 英語教育
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 専門的な職業や学問分野において，英語を
使って仕事や研究をする必要性は年々高ま
っている.高専の英語教育においても，教材や
指導法に関する研究がこれまでに数多くな
され，例えば英語多読授業やマルチメディア
を利用した英語授業といった研究成果につ
ながってきた.筆者がこれまで科研費の助成
により研究代表を務めてきた研究において
も，専門科目と連携した英語ビデオ教材(基盤
研究 C:17520412 及び:23520742)や英語補
習教材配信システム(若手研究 B: 2172021)，
ものづくり英会話教材 ( 若手研究  B: 
26770209)などを作成し，一定の評価を受け
ている.  
 その一方で，高専におけるライティングの
授業については未発達なところがある.各高
専においても，和文英訳や自由作文を書かせ
ている授業もあるが，採点や修正作業の煩雑
さから英作文の授業は敬遠されがちである.
また，最近ではライティングの課題を課して
も，日本語の文章をそのままインターネット 
上の翻訳サービスを利用して英語化し，中身
を吟味することなく，文法的に間違いだらけ
の英文がそのまま提出されることも多い.つ
まり英文ライティングの授業は学習者と教
員の両方のやる気を削ぐものとなっている
のが実情である.  
  
２．研究の目的 
 本研究では，英文ライティング指導におい
てインターネットでの機械翻訳を用いるこ
とを前提とし，まずは機械翻訳の正確性を把
握する.次に機械翻訳利用を英作文授業にど
のように組み込むかを研究し，指導法の確立
を目指すものである．  
 本研究の一番の特徴は，一般的な英作文の
指導では否定されがちな，機械翻訳による英
文作成をあえて利用する，というところにあ
る. これまでの欧米を中心とした海外の第二
言語ライティング研究は語学学校等の向学
心が強い学習者が集まる環境における研究
であり，義務教育的な日本の英語教育環境へ
の応用が難しい部分があった.また，国内にお
ける第二言語ライティングの研究は，主にラ
イティングのプロセス，フィードバックそし
て評価方法が中心であったため，そもそもフ
ィードバックやプロセスを指導する以前の
問題がある.「英語は難しいし，文章を書くこ
と自体苦手だ」と考える学習者に対しては，
その研究成果を活かせる場面が限られてい
た.そこで本研究では機械翻訳の利用を前提
とし，それをどのように工夫して使用すれば，
文法的にも意味的にも許容可能な英文が出
力されるかを調査し，その結果を活用した効
果的学習者指導方法を開発する. つまり本研
究は，これまでのライティング・プロセスの
研究に，「機械翻訳」の視点を導入する全く
新しい研究であり，これは英文ライティング
の際に，英語の「翻訳」に頭を悩ます日本人

英語学習者に対して多大なる恩恵を与え，か
つ英語を翻訳する必要のない英語母語話者
の研究者から見れば想像もつかない研究で
ある.結果として世界的にも類をみない新し
いライティング指導方法を考案することに
なる.  
 研究代表者が機械翻訳を用いた英文ライ
ティング指導に取りくむことを着想した理
由の一つは，高専という特殊な環境で指導し
ているという点にある.一般的な高校生と違
い,高専生は大学入試での和文英訳のように
辞書なしで即興的に日本語を英語に翻訳す
ることを求められる場面に遭遇することは
少ない.むしろ卒業後に一般の会社で行う英
文ライティングはパソコン上で,機械翻訳を
用いながら英訳する作業が多く，そのための
トレーニングが必要不可欠であると考えて
いる. また，これまでの第二言語ライティン
グ研究の世界では，機械翻訳の利用は忌避さ
れてきた.それはライティングの能力が学習
者の言語運用能力の表出であり，そこに機械
の助けを得るというのは学習者の怠惰で あ
り，能力を伸ばすことにつながらないという
既成概念があるからである .しかしサーバ
ー・クライアント型機械翻訳の発達は顕著で
あり，かつ時計型やメガネ型 PC のようなウ
ェアラブル端末と組み合わせれば，将来的に
は脳内で日本語を英語に翻訳する必要が無
くなるため，従来型の英作文問題と閉鎖され
た試験環境によってライティング能力，ひい
ては言語運用能力を評価することは無意味
になってくるであろう.現在はその過渡期で
はあるが，本研究は次世代型の第二言語ライ
ティング指導研究として十分にチャレンジ
性を有している. 
 
３．研究の方法 
本研究は以下のⅠ〜Ⅳのフェーズからなる． 
Ⅰ：機械翻訳の利用実態調査   
 英作文の課題出された時，どの程度機械翻
訳を利用しているかについて質問紙を用い
て調査する.その際，アプリケーションの種
類や頻度，使用方法についても詳細に調査す
る.  
 
Ⅱ：機械翻訳の精度の確認と正確性の向上に
関する研究  
 機械翻訳で出力される英文は，英単語の羅
列に過ぎない場合も多い.そのため，まずは
どの程度の正確性を有しているかを調査す
る.  
 
Ⅲ：機械翻訳を利用した時の学習者の英作文
能力調査  
 機械翻訳を利用する時としない時で，書か
れる英文に違いがあるかどうかについて，学
習者によって書かれた英語を質的に分析す
る.  
 
Ⅳ：授業実践と教材の作成 



 実際の授業で機械翻訳を使用して自由英
作文の指導を行い，上記Ⅱ，Ⅲで得られた知
見を元に指導方法を構築し，実践していく. 
 
４．研究成果 
Ⅰ：機械翻訳の利用実態調査 
 機械翻訳の使用に関する質問紙調査を勤
務校の高専生を対象（有効回答数 124）に行
なった． 
 「英作文の課題が出た時にどのくらい機械
翻訳を利用しているか」，については 77%の学
生が「よく利用する」あるいは「必ず利用す
る」と答え，利用者のうち Google 翻訳を使
う学生が 118 名と一番多かった．利用目的と
しては，「単語を調べる」が 90 名，「単語と
単語のつなげ方(文法)を調べる」が 77 名で
あった．「機械翻訳に日本語を入力する時，
次のどのような入力方法をとるか，という質
問（複数回答可）に対しては，「文章全体（複
数の文）を機械翻訳に入力する」が 11 名  
「一文ずつ機械翻訳に入力する」が 65 名， 
「フレーズ（文よりも短い単位）を機械翻訳
に入力する」が 58 名，「単語を機械翻訳に入
力する」が 70 名であった．「機械翻訳に入力
する前に，どのように日本語の下書きをしま
すか？」の質問に対して「下書きをしないで，
思いついた日本語を機械翻訳に直接入力す
る」と答えた学生が 33 名いたものの，残り
の学生は何らかの形で日本語を修正した後
に機械翻訳を利用していた． 
 「翻訳機械によって出力された英語を修正
するかどうか」については，ほとんどの学生
が「修正したものを提出する」と答えたが，
中には「どこを修正すべきかわからない」と
回答する学生が 18 名いた．「機械翻訳によっ
て出力された英語を修正するときに，どのよ
うに機械翻訳を利用したか？」については，
「単語を変えて，機械翻訳に入力する」が 51
名，「表現（文より短く，単語より長い単位）
を変えて，機械翻訳に入力する」が 69 名，「文
全体を変えて，機械翻訳に入力する」が 12
名であった．「文章を英語に翻訳して提出す
る前に，英語の見直しをするか」という問い
に対して，「よくする」，「必ずする」と回答
した学生は 43%に留まった． 
 
Ⅱ：機械翻訳の精度の確認と正確性の向上に
関する研究 
 まず，オンライン機械翻訳の精度について
サイトによって精度に差があるかどうかに
ついて調べるために，a)Google 翻訳 , 
b)Excite 翻訳,c)Yahoo 翻訳, d)Weblio 翻訳, 
e) So-net 翻訳の５つのサイトを使って，文
法教材中の短文を英訳し，その翻訳の精度を
英語母語話者が５段階評価をした． 
 機械翻訳サービスに関わらず，訳出された
和文には一長一短があり，どの機械翻訳サー
ビスが優れているとは言えなかったが，傾向
としては，Google 翻訳以外の機械翻訳サービ
スによって訳出された和文は非常に似てい

ることがわかった．おそらく同じ機械翻訳エ
ンジンが使われている可能性がある． 
 次に，機械翻訳で訳出された英文を，学生
がどの程度文法的に正しいと判断できるか
を確認するために，それぞれの英文の精度を
評価させ，英語母語話者の評価と比較したと
ころ，差があったのは，ⅰ)「私には写真家
の兄がいます．」ⅱ）「もし今日が人生最後の
日であれば，私は息をのむような景色を見に
行くだろう．」ⅲ)「あなただけでなく，ボブ
もいつも満点を取ります．」の3つであった． 
 ⅰ)では，学生にとって馴染みのない表現
や，of を使った表現は不自然であるというこ
とに気付かなかったことから英語母語話者
と差が出ていた． 
 特に差の大きかったⅱ）では，学生は仮定
法過去の表現が使われるべきであるという
ことがうまく認識されていなかった． 
 ⅲ)「あなただけでなく，ボブもいつも満
点を取ります．」では，三人称単数や，意味
の重複の部分が学生はうまく理解できてい
なかったと考えられる． 
 これらの項目は逆に言えば，学生が習得し
ていない文法項目であると考えられる．一人
で機械翻訳をうまく活用させるためには，こ
れらの文法事項をしっかりと指導して定着
させた上で利用させることが必要であるこ
とがわかった． 
 次に検定教科書の和文英訳問題 130 文を
Google 翻訳で和訳をし，英語母語話者がその
正確性を判断した．文法項目は，①文の種類
（５問）②文型と動詞（１０問）③時制（１
０問）④完了形（１０問）⑤助動詞（１５問）
⑥受動態（１０問）⑦不定詞（１５問）⑧動
名詞（１０問）⑨分詞（１０問）⑩関係詞（１
５問）⑪比較（１０問）⑫仮定法（１０問）
に分けられる．そこで，１）教科書の模範解
答にある英文と完全に合っているかどうか
（Perfect Match），２）合っていなかったも
の に つ い て ， 文 法 的 に は 正 し い の か
（Grammatical Correctness）を英語母語話
者が判断した． 
 結果として，短文レベルであれば，機械翻
訳を利用すれば 50%以上が文法的に完璧であ
り，残り 30%は間違っていても，理解可能で
ある文章が訳出されることが判明した.つま
り約 80%の和文が概ね理解に問題がない英文
として出力されると考えられる.しかし，そ
の一方で，付加疑問文，助動詞，完了形や仮
定法を含む文など，機械翻訳では正確に訳出
されにくい文法項目があることも明らかに
なった. 
 
Ⅲ：機械翻訳を利用した時の学習者の英作文
能力調査 
 機械翻訳を用いた場合と用いなかった場合
の学生による自由英作文の質の違いを定量
的に分析するため，機械翻訳が利用できない
環境と，機械翻訳の利用を許可した環境の両
方で同一テーマの自由英作文を学生に書か



せ，両者を Lexical Complexity Analyzer 
(LCA)と L2 Syntactical Complexity Analyzer
（L2SCA）を用いて比較分析した．本研究で
分析した英作文は，高専の本科 1年生 125 名
が「あなたがゴミを減らすために取り組んで
いること，または取り組みたいと思うことに
ついて，身近な事例や経験などを取り上げて
書きなさい」というテーマで書いた自由英作
文である．統制群として，辞書を使用できな
い環境で，20 分の時間を与えて英作文させ，
実験群として同テーマの英作文を機械翻訳
の利用も許可して再度作成させた． 
 結果として，語彙的複雑さの変化について，
機械翻訳を利用すれば文章自体は長くなる
傾向にあるが，総語数中の内容語の割合は増
えていないことがわかった．また品詞の多様
性も増やすことができなかった．一方，動詞
の洗練度や語彙の多様性は若干増えたと解
釈できた． 
 さらに，統語的複雑さの変化について，ま
ず文，T-unit，節における長さは，すべて有
意に長くなった．その一方で，文の複雑さに
ついては，1 文における節の数は統計的に有
意な増加がなく，複雑になったとは言えなか
った．しかし，句単位での等位関係は増えた
ということができ，複雑な名詞句の数は
T-unitやclauseの単位にしても増えていた．
また，動詞句の増加に関しても有意差があっ
た． 
 これらを総合して考えると，機械翻訳を利
用することで例えば We should reuse a 
plastic bottle.といった 1 T-unit を構成す
る短文が，その文中の節の長さや名詞句，動
詞句の割合の増加によって長くなる傾向が
あり，かつ上記の文に and it is good for our 
environment と等位接続詞でつなぐことで分
量が増えるようになっていると考えられる．
しかし when や because といった従属接続詞
を用いた１T-unit の文章である When she 
comes, we will leave here immediately.と
いったやや複雑化した文章は増えなかった
と結論づけることができる． 
 
Ⅳ：授業実践と教材の作成 
 機械翻訳を利用した英語授業を高専 1 年
生(1 学年約 120 名)，を対象に行った．授業
の大まかな流れは 1)ライティング(自由英
作文)のテーマを設定する，2)機械翻訳に入
力させるための日本語に修正させる，3)機械
翻訳を利用して英作文させ，教員が添削する，
4)同一のテーマを定期試験の一部として出
題する，である．これを前期に 2 回，後期に
2 回行うので，1 テーマにつき約 7 週間の指
導を行うことになる．  
 これらの指導から，機械翻訳に入力すると
すれば，1）主語を補う，2）目的語を補う，
3）可能な限り短文にする，4）熟語は文章に
直す，ということを徹底させることが必要で
あるということがわかった．これらの知見を
まとめたプリント教材を作成し，配布するこ

とで，さらに正確に訳出される日本語を作成
することが容易になった． 
 これまで忌避されてきた機械翻訳をあえ
て指導に取り入れることで，英文ライティン
グに対する拒絶反応を軽減させ，学生は自由
英作文に取り掛かりやすくなった．また，定
期試験に出題し，その採点基準を明確に示し
て事前に指導することで，書く分量も増え，
論理的な文章を書くことができるようにな
った．教員の立場から言えば，解読不可能な
英文の提出が減ることで負担が減り，英文ラ
イティングの課題提出の回数が徐々にでは
あるが増加傾向にある．これらは結果として，
GTEC におけるライティングスコアの向上に
つながっていると考えられる． 
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